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特定⾮営利活動法⼈ 地域を元気にする会
理事⻑：井⼝明則
〒671-2554 兵庫県宍粟市⼭崎町御名171
Tel 0790-62-1838 / Mail info@sisoudeai.sub.jp
ご質問などございましたら、ご連絡お待ちしております
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

http://sisoudeai.sub.jp/
 

ホームページはこちら

地域を元気にする会 検 索

TwitterYouTube

〜 資源の宝庫 〜
 

 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
最後まで読んで下さり、有難うございます！

              〜昔は製鉄が盛んだった〜
最後まで読んで下さり、有難うございます。地域を元気にする会 井⼝明則と申します。
宍粟は昔より、製鉄（たたら製鉄）が盛んに⾏われていました。幕府も鉄が採れる地で
ある宍粟の重要性を認識しており、⼀部を天領にし幕府直属の管理者を送り、厳重に⽣産
から流通まで管理していました。その幕府直属の管理者の⽅の⼦孫である⼩針邦⼦様が、
当時の資料を⼤切に保管されており、先祖のゆかりの地である宍粟市に情報提供をして
頂きました。当時、着られていた陣笠や⾐装、書簡など⼤変貴重な資料ばかりで、江⼾
時代から令和まで⻑い年⽉が経っていますが、保存状態も良く宍粟の歴史や当時の幕府
の統治⽅法を知る上でも⼤変貴重な資料です。企画展などで展⽰されることがあると思
いますので、皆様にも是⾮⾒て頂きたいと思います。

弊紙を⼿に取って下さり、有難うございます。
宍粟市は⾯積の9割が森林です。揖保川などの⼤きな河川もあり、切り出した⽊材の
搬出にも便利だったことから、古くから良質な⽊材の⽣産地でした。
その他にも宍粟の代表的な⽣産物が、鉄・⾦・銀・銅などの⾦属でした。特に鉄は
少なくとも奈良時代から、砂鉄と⽊炭を使い、製鉄が⾏われてきました。鉄を作る
には、砂鉄が⼤量に採れること、燃料にする⽊炭が⼤量に供給できること、そして
作り出した鉄を運ぶ輸送⼿段（河川等）がしっかりしていないと出来ません。
森林⾯積が9割を占め、揖保川が流れる宍粟市は、製鉄をする上で⾮常に適した⼟地
でした。しかし明治時代前期まで⾏われていた製鉄は、⻄洋から近代的な製鉄法が
導⼊され始め、衰退していきました。⾦・銀・銅などの採掘も、採算性の悪化や
資源枯渇などにより次々と閉⼭し、現在は採掘しているところはありません。
しかし製鉄場所や遺跡が残っており、昔の繁栄の⾯影を知ることができます。皆様
には遺跡や製鉄場所を巡り、宍粟に残る先⼈達の息吹を感じてほしいと思います。

           〜 地域を元気にする会とは 〜
⼈⼝減少・少⼦⾼齢化が急速に進む宍粟市を、少しでも元気にしたいという理念のもと
活動しています。         
主な事業は、少⼦⾼齢化対策として婚活応援事業（ 公益財団法⼈兵庫⻘少年本部 
あいサポ応援団 認定団体 ）、荒廃⾥⼭の再⽣・活⽤を⽬的とした⾥⼭活⽤事業、住まい
に困っておられる⽅に対する居住⽀援活動、地域の情報発信を⾏うメディア関連事業を⾏
っています。婚活応援事業は、宍粟に恋！婚活パーティーと題しまして3回開催し、延べ
9組のカップルが成⽴しました。
少⼦⾼齢化による地域の衰退の問題は、すぐには解決できないことばかりです。解決には
おそらく⻑い年⽉と多くの労⼒が必要となると思います。これからも地域の活性化に向け
て、ひとつづつ地道に頑張っていきますので、どうぞ宜しくお願い致します。
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左写真：
⼩針様に宍粟市から
感謝状を贈呈致しま
した。
右写真：中学⽣に
よるたたら製鉄体験
の様⼦。


